
てらこや。プリント

71 ～ 83

34 ～ 39

政治 ルールを定め、対立や争いを解決に導くこと

民主主義 みんなで話し合い決定する政治の仕組み リンカン

国民主権 政治のあり方の最終決定は国民がする 「国民の国民による国民のための政治」

直接民主制 国民や住民が直接参加する決定法

間接民主制 代表者を選挙で選び、議会をつくって話し合う決定法（議会制民主主義） 基本的人権

多数決の原理 多数の意見を採用する原理 自由権や平等権

少数意見の尊重が大切 個人の尊重

１人１人を尊重

普通選挙 一定年齢以上の全ての国民に選挙権がある

平等選挙 １人１票

直接選挙 国民が代表者を直接選出

秘密選挙 無記名投票

小選挙区制 一つの選挙区で一人の代表を選ぶ 投票率を上げる工夫

議会で多数派が形成されやすい 投票時間の延長

死票（当選しなかった人への票）が多くなる 期日前投票

比例代表制 得票に応じて各政党へ議席を配分する

小党乱立になりやすい

小選挙区比例代表並立制 衆議院議員の選挙制度

国会内において

政党 政治で実現したい理念が同じ人が集まった団体 最大議席を獲得した政党が そのリーダーは

政党政治 政党を通じて行われる政治 内閣を組織する 首相になる

与党 内閣を組織する政党 二大政党制 （アメリカ・イギリス）

野党 与党を監視する役割の、与党以外の政党 二つの政党が大部分を占める

連立政権 複数の政党で組織される内閣 多党制 （日本など）

マニフェスト 政党が政権を担当した場合の政権公約 多くの政党がある

世論 多くの人々が共有する意見

マスメディア 大量の情報を伝達する手段

テレビや新聞など

投票 メディアリテラシー

立候補や選挙運動への参加 マスメディアの情報を

政党活動への参加 批判的に読み取る力

直接請求（リコール・条例制定）

大衆運動への参加

利益団体（圧力団体）への参加　　利益団体：自らの目的のために組織的に働きかける団体

情報公開制度を利用

さまざまな政治参加

現代の民主政治
教科書

Iワーク

選挙の基本原則

日本の選挙


